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契約理由書 

 

１．業務件名    令和３年度河川情報システム保守改良業務 

 

２．履行場所    福岡県福岡市博多区博多駅東２丁目１０番７号 

 

３．契約の相手方  住 所：福岡県福岡市博多区東比恵１－２－１２ Ｒ＆Ｆセンタービル５Ｆ 

会社名：日本工営株式会社 福岡支店 

電 話：０９２－４７５－７１３１ 

 

４．契約適用法令 会計法第２９条の３第４項及び 

予算決算及び会計令第１０２条の４第三号 

 

５．当該業務の目的・内容及び契約に付する理由 

 

１）当該業務の目的 

 本業務は、河川管理情報システム及び河川情報システムの保守点検、障害対応及び一部のシステ

ム改良等を行う業務である。 

２）業務の内容 

    主な業務内容は以下のとおりである。 

（システム保守点検） 

・計画準備 １式 

・保守点検 １式 

・システム障害対応 １式 

（システム改良等） 

・計画準備 １式 

・ＴＶＣＭＬ変換・監視システム更新 １式 

・レーダ雨量データベース参照システムデータ登録 １式 

・統一河川情報システム更新 １式 

・サーバ更新システムの更新用ソフトウェア作成 １式 

・報告書作成 １式 

３）契約に付する理由 

本業務の実施にあたっては、既往システムの設計思想、技術的ノウハウの熟知が必要であるこ

と、河川管理及び一般住民の避難行動に資する情報の提供を行うシステムであり、信頼性の確保

が求められる。 

日本工営株式会社 福岡支店は、既往システムにおけるシステム制作及び保守改良の実施者で

あることから、本業務を履行するに必要な要件を具備していると判断できる。 

以上のことから、本業務を履行するに必要な要件を具備している機関として日本工営株式会社 

福岡支店を特定し、「公共調達の適正化について」（平成１８年８月２５日付け財計第２０１７号）

及び「参加者の有無を確認する公募手続」（平成１８年９月２８日付け国官会第９３５号）に基づ

き、日本工営株式会社福岡支店以外の参加者の有無を確認するための公募手続を行ったところ、

他者から本業務への参加意思を表明する書類は提出されなかったことから、日本工営株式会社 

福岡支店が本業務を履行できる唯一の機関と判断し、当該法人との随意契約手続に移行するもの

である。 

よって、本業務については、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第１０２条の

４第３号により、上記法人と随意契約を締結するものである。 

 

（契約理由書作成者） 

河川部 水災害予報センター長 
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